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研究成果の概要（和文）：本研究は、「秘密」を不完備・不完全情報下の政策過程で発生する公共情報の閉鎖的
利用と定義する。その上で秘密の政策合意技法としての「談合（政治的談合）」「取引（裏取引）」の分析を通
じて、「秘密」決定を個別アクターの単なる政治倫理論のみならず、透明性と争点政治をめぐる公共政策全般の
課題として秘密の「談合」「取引」を学術的にとらえる新たな知の体系の形成を目的とした。２つの仮説にした
がいモンゴル、ドイツ、アメリカ、国際機関等の海外の事例、また選挙、政治過程等の国内事例を対象とし、公
共性の理論的観点を含めて談合と取引の政治空間を対象化することに成就し、その成果を出版した。

研究成果の概要（英文）：This research defines “the secret” as the closed use of public information
 that occurs in policy process under the situation of incomplete information and imperfect 
information. The research created new multi-disciplinary platform to capture secret “Dangou” and '
deal' academically as agendas of public policies from the perspective of the type of political 
regime and issue-oriented politics in the various cases of domestic and international politics and 
economy.

研究分野：国際公共政策

キーワード： 談合　政治過程　民主主義　ディール　取引　公共政策

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  民主主義のモデルは、個々人の平等と自由意志にもとづく意思決定を前提とし、そのため透明性が求められ
る。異論の存在は前提となっており、これは熟議によって、より深い意思決定を経収斂した提案に至る(あるい
は至らない)。その一方で談合は、不透明な空間における排他性をもつ意思決定過程である。　このように二分
法で考えると、談合と民主主義は、相反する政治文化となってしまう。しかし現実にはいわば民主的な談合もあ
り、談合的な民主主義もある。コンセンサス形成における公共政策過程を民主主義と談合の双方の観点から考え
ることは社会的・学術的意義がある。その観点から談合の政治的対象化を行ったのが本研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

一般に民主主義のモデルは、個々人の平等と自由意志にもとづく意思決定を前提とし、そ

のため透明性が求められる。異論の存在は前提となっており、これは熟議によって、より深

い意思決定を経ていくつかに収斂した提案に至る(あるいは至らない)。当然ながら会議は

紛糾し混乱するが、それは健全な民主主義にとって必要な糧である。その紛糾は投票によっ

て決着がつく。投票を経て当事者間の対立が怨嗟を残す結果になっても、それはやむを得な

い。もちろん多数決によって得られた結論は民意として正当化されるが、それが賢策とは限

らず、また対立構造を深めた時には、組織の分裂に到るか、分裂しないまでも遺恨試合のよ

うな冷戦的対立が続く。いわゆる「ための」議論に終始することで冷戦的対立が構造化する

と、重要な意思決定は阻害され先送りされる。 

談合は、民主主義の真逆のように、不透明、不平等、異論の排除、といった性質をもつ。

このように二分法で考えると、談合と民主主義は、相反する政治文化ということになってし

まう。しかし現実にはそうではない。いわば民主的な談合もあり、談合的な民主主義もある。

両者は、共同体や組織では融合せざるを得ない。これは即ち「コンセンサス」であり、その

ためにコンセンサス・ビルディングが求められるのは、当然の理である。むろんコンセンサ

スは、強い拒否権プレイヤーに対して有効ではないなど限界がある。 

 

２．研究の目的 

本研究は、「秘密」を不完備・不完全情報下の政策過程で発生する公共情報の閉鎖的利用

と定義する。その上で秘密の政策合意技法としての「談合（政治的談合）」「取引（裏取引）」

の分析を通じて、「秘密」決定を個別アクターの単なる政治倫理論のみならず、透明性と争

点政治をめぐる公共政策全般の課題として秘密の「談合」「取引」を学術的にとらえる新た

な知の体系の形成を目的とした。 

 

３．研究の方法  

本研究では、「取引」及び「談

合」を秘密政治の合意技法として

規定し、類似概念である「やらせ」

「虚偽」と左図のように概念的整

理を行った。 

そのうえで２つの作業仮説を

中心にして研究を遂行した。 

第一仮説（争点モデル：情報の

非対称性・不完備性の高い争点に

おいて「取引」「談合」が生じや

すい） 第一仮説は、安全保障、

原発、外交のように専門知及びアイデンティティが意思決定に大きく反映される争点にお

いて行政と市民の間で情報量が非対称的であり、政策過程が不完全・不完備情報ゲームとな

っていることに注目する仮説である。同時に広く世論や第三国に認知せしめねばならず、か

つ極めて対立化する争点である場合、情報の非対称性を利用して政府は、国民や国際社会へ

の「説得」よりも「取引」「談合」を用いて支持を調達したほうが説明費用を節約できる。 

第二仮説（体制モデル：市民社会が弱い政治体制において「取引」「談合」が生じやすい） 

世論が成熟し、熟議が広く受容される国家や地域では、為政者が取引及び談合を仕組む政治

的・社会的費用は高い。第二仮説では、民主化途上で市民社会が未成熟なほど談合及び取引

の政治的・社会的コストが低くなり、密室政治が生じやすいという因果関係を抽出する。 

この仮説の検証は事例固有の独立変数により困難を極めたものの、おおむね、上記の仮説は妥

当性が高いものと考えられる。ただし、争点自体の変容、体制の流動性にかんがみ、独立変数の



設定自体の課題がないわけではない。また研究の過程において、国際政治・国内政治の差の重要

性を再認識した。また談合空間は可変的であり、図２のように内談合と外談合のような「壁」が

形成されるという概念化作

業を行った。 

 

４．研究成果  

上記の研究の成果とし

て『談合と民主主義』を志

學社より発行した。本書は、

高い透明性が求められる

時代において談合及びデ

ィール取引の合意技法を

学術的に理解する方法を

社会全体に提供する。学識

提供により、談合及びディ

ールと同等に最適解を得

る民主的意思決定の技法

を模索する。この意味で本書は、マクロ・ミクロ理論がなしえなかった公共政策研究として

独創的であると自負し、とりわけ談合及びディールを問題視する民主主義諸国に共通する

課題に挑むものである。その課題とは、議会政治、比較政治、経済思想、水、環境、情報、

民族問題等の分野にまたがるものである。 

 

『談合と民主主義』 
第１部 「取引」の発生要因と成否 
 第１章 談合とディールの政治と外交 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
 第２章 ５５年体制下の国対政治に見る裏取引と談合の一局面 

― 国会内での取引を通して見る ― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 
 第３章 談合・取引と＜公共性＞ 

― 脱一元的民主主義(社会的意思決定)の展望 ― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 
 第４章 民主政下の政策プロセスにおける秘密の価値 

―不透明性をかかえた政府を「信頼」することは可能か？― ・・・・ 58 
 
第２部 「密室」「取引」の政治過程 
 第５章 弱者のディールとしての“ASEAN Way” 

― 深化と拡大のための政策ツール ― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・/・・・・・・・・・・・・ 84 
 第６章 タイ・プラユット政権におけるディールの変化 

― 21 世紀における軍事政権と資本家との関係に着目して― ・・・・・・・・・・・・ 105 
 第７章 地球環境政策過程における取引 

―石炭火力をめぐる日本の対応の事例を中心に― ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 133 
 第８章 CSCE プロセスにおけるディールとミュンヘン化 

― N＋N諸国の視座から見たダイアログとディール― ・・・                    160 
 第９章 沖縄の水資源開発と非知覚的ディール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 176 
 
上記の出版により研究成果とするとともに、学会・研究会等での報告を行い一定の学術的

評価を得ることに成就した。 

以 上 
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